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南平駅
検索・中野あきと

「
ま
さ
か
」
。
押
し
寄
せ
る

多
摩
川
の
激
流
に
抗
し
き
れ
ず

橋
げ
た
の
一
つ
が
傾
斜
、
橋
梁

が
「
く
」
の
字
に
沈
下
し
た
日

野
橋
。
浅
川
の
濁
流
は
堤
防
を
洗
い
、

不
安
に
駆
ら
れ
避
難
し
た
市
民
を
収
容

し
き
れ
な
い
施
設
も
出
る
事
態
に
▼
何

と
広
範
囲
な
水
害
だ
ろ
う
か
。
先
月
12

日
か
ら
13
日
未
明
に
か
け
て
、
東
日
本

を
縦
断
し
た
19
号
台
風
。
直
撃
を
受
け

た
首
都
圏
を
は
じ
め
関
東
一
円
か
ら
甲

信
越
・
東
北
地
方
な
ど
に
、
こ
れ
ま
で

見
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
爪
痕
を
残
し

た
▼
大
正
15
年
開
通
の
日
野
橋
は
、
昭

和
40
年
代
に
改
修
さ
れ
た
と
聞
く
が
老

朽
橋
だ
っ
た
。
い
ま
、
全
国
の
橋
梁

や
ト
ン
ネ
ル
、
学
校
や
病
院
な
ど
、

公
共
施
設
の
多
く
が
建
設
し
て
か
ら
50

年
を
経
過
し
て
い
る
。
一
方
、
肝
心

の
公
共
事
業
は
、
大
型
開
発
優
先
で
防

災
・
老
朽
化
対
策
は
後
回
し
。
こ
の
ま

ま
で
い
い
は
ず
が
な
い
▼
ト
ラ
ン
プ
言

う
が
ま
ま
の
Ｆ
35
の
爆
買
い
よ
り
、
老

朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
先
だ
。
辺

野
古
の
埋
め
立
て
や
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ワ
よ
り
も
、
ま
ず
は
防
災
対
策
で
は
な

い
の
か
。
膨
れ
上
が
る
軍
事
費
は
、

気
候
変
動
か
ら
国
民
の
安
全
を
守
る
予

算
に
回
せ
▼
待
っ
た
な
し
の
地
球
温
暖

化
対
策
。
「
私
た
ち
は
み
な
さ
ん
が

こ
の
問
題
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
許
さ
な

い
」
。
16
歳
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
が
、
各
国
首
脳
に

取
り
組
み
の
加
速
を
求
め
た
国
連
気
候

行
動
サ
ミ
ッ
ト
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
は
10
分
で
退
席
し
た
が
、
お
付
き
合

い
に
も
程
が
あ
る
。
安
倍
首
相
は
顔
す

ら
見
せ
な
か
っ
た
。

短信

ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い

台
風
19
号
が
全
国
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
日
野
に
お
い
て
も
、
浅

川
の
氾
濫
等
に
よ
る
被
害
発
生
の
恐
れ
か

ら
、
約
２
万
７
千
人
の
流
域
住
民
に
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
、
８
千
６
百
人
を
超
え

る
方
々
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
避
難

指
示
に
対
応
で
き
ず
に
、
自
宅
で
大
変
不

安
な
思
い
で
し
の
が
れ
た
方
も
た
く
さ
ん

お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、
私
た
ち
党
市
議
団
は
、
当
日
の

避
難
所
や
被
害
状
況
の
調
査
や
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
避
難
な
ど
に
関
し
て
感
じ
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
改
善
要
望
を
ま
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
「
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
災
害
が
毎
年

の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
時
代
で
す
。
防
災
、

災
害
対
策
の
根
本
的
見
直
し
に
よ
る
抜
本

的
強
化
が
必
要
で
す
。中

野
あ
き
と

▲10月19日・南平駅前で

台風災害救援募金を呼びかけ

る中野あきと市議。

16,693円の募金が寄せられ

ました。ご協力ありがとうご

ざいました。

【日野市発表の被害状況と対応】

■警報等の発令

10/12 9:00 浅川流域に避難勧告

14:00 浅川流域に避難指示

■避難者数 8,649人（22か所）

■市の対応職員 400人

■主な被害

●日野橋の陥没

●新井交差点でのマンホール破損

●落川での床下浸水

●浅川右岸滝合橋周辺で越水の危険

●バックネット、サッカーゴールの流出

（多摩川グラウンド）

●落川アンダーパスの水没

●三沢３丁目の土砂崩れ

（京王電鉄多摩動物公園線が運休）

●新井地区センター床上浸水

●本庁舎での雨漏り

19号台風で日野橋陥没、土砂崩れなど

安心できる防災対策を

共産党市議団に寄せられた声

・平山小に避難したが満員だった。避難
所が足りないのでは。
・豊田小に避難したが午後３時ごろ満員

に。子どものいる人は児童館、ペット

のいる人は入口近くに案内していた。

・防災無線・広報車の声が聞こえない。

・一人暮らしの高齢者は避難が難しい。

どうしようか迷った。孤独で不安だ。

・日野市のメールはもっと詳しく。他市

のものは詳しく具体的だ。

・土嚢が欲しいときはどうすれば？

・地区センターも避難場所にできない

か。

・川沿いの学校を避難場所にするのは

不適切では。

・避難指示が出たが自力で避難所へ行

けない。

▲
橋
げ
た
の
傾
斜

で
沈
下
し
た

日
野
橋

◀
三
沢
３
丁
目
の

土
砂
崩
れ

台風災害救援募金を受け付

けています。

中野あきと事務所



《次回無料法律相談 》

日野市役所６階共産党控室 午後１時～３時

12月12日（木）お申し込みは下記へ。

清水とし子事務所 ☎042-582-1042

日刊●月3497円 日曜版●月930円

◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

日
野
市
は
、
来
年
４
月
に
新

し
い
焼
却
炉
を
稼
働
さ
せ
る
た

め
、
こ
の
12
月
半
ば
か
ら
試
験

運
転
を
始
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
は
、
小
金
井
、

国
分
寺
か
ら
の
ゴ
ミ
を
持
ち
込

む
た
め
の
搬
入
路
を
、
北
川
原

公
園
内
に
整
備
す
る
と
い
う
都

市
計
画
法
や
都
市
公
園
法
に
反

す
る
計
画
を
打
ち
出
し
、
そ
の

根
拠
を
二
転
三
転
さ
せ
な
が
ら

強
行
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
局
面
で
、
さ

ら
に
搬
入
路
の
法
的
根
拠
に
つ

い
て
根
本
的
な
転
換
を
図
る
変

更
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。

■

一
転
、
搬
入
路
は

「
市
道
」
か
ら

ゴ
ミ
収
集
車
専
用
路
へ

市
は
、
３
市
の
共
同
処
理
に

よ
っ
て
大
型
化
さ
れ
た
焼
却
炉
の
整
備
を
強
行

す
る
と
と
も
に
、
小
金
井
、
国
分
寺
の
ゴ
ミ
を

受
け
入
れ
る
搬
入
路
に
つ
い
て
、
当
初
は
、
市

道
（
兼
用
工
作
物
）
と
し
て
公
園
内
に
整
備
す

る
方
針
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
京
都
か
ら
は
「
法
的
に
無
理
が

あ
る
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
説

明
会
で
も
反
対
の
声
が
多
数
上
が
る
中
、
ゴ
ミ

搬
入
路
を
公
園
内
に
つ
く
る
方
針
は
変
え
ず
に
、

「
公
園
の
一
部
で
あ
る
市
道
」
と
い
う
位
置
付

け
か
ら
、
30
年
間
は
ゴ
ミ
搬
入
の
た
め
の
専
用

路
と
し
て
活
用
す
る
と
言
い
だ
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ご
都
合
主
義
的
な
変
更
に
、
１
０

０
人
を
超
え
る
市
民
が
裁
判
所
に
提
訴
、
来
春

に
も
判
決
が
下
る
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■

専
用
路
か
ら
ま
た
市
道
へ

と
こ
ろ
が
、
試
験
運
転
直
前
の
こ
の
時
期
に
な
っ

て
市
は
、
さ
ら
に
法
的
根
拠
に
つ
い
て
主
張
を

変
え
、
市
道
（
兼
用
工
作
物
）
と
し
て
整
備
す

る
方
針
に
戻
す
と
言
い
始
め
ま
し
た
。

い
っ
た
ん
不
可
能
と
判
断
し
た
市
道
（
兼
用

工
作
物
）
と
す
る
方
針
に
戻
ろ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
背
景
に
は
、
ご
み
収
集
車
が
石
田
大
橋
日
野

市
側
の
国
道
架
橋
下
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

国
交
省
か
ら
は
、
ゴ
ミ
収
集
車
専
用
路
に
つ

い
て
「
違
法
で
は
な
い
が
適
切
で
は
な
い
」
と

の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■

無
理
・
無
法
に
よ
る
迷
走

そ
の
た
め
に
市
は
、
災
害
時
等
の
道
路
管
理

の
た
め
の
資
機
材
置
き
場
を
国
道
架
橋
下
に
造

り
、
そ
こ
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
の
「
市
道
」

が
必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

場
所
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
５
㍍
の
浸
水

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
集
車
を
通
す
た
め
、

こ
ん
な
不
適
切
な
場
所
に
新
た
に
資
材
置
き
場

を
造
る
こ
と
な
ど
、
全
く
合
理
性
を
欠
い
た
判

断
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
。

法
的
根
拠
を
二
転
三
転
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の

正
当
化
を
図
る
た
め
に
、
無
理
筋
な
理
屈
を
重

ね
る
市
に
、
「
こ
ん
な
強
引
な
こ
と
を
行
政
が

や
る
の
か
」
と
の
不
信
や
怒
り
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

◎
日
野
市
は
方
針
を
変
更
す
る
な
ら
、
き
ち

ん
と
市
民
に
説
明
す
べ
き
で
す
。

◎
北
川
原
公
園
は
、
都
市
計
画
公
園
に
相
応

し
く
市
民
が
憩
え
る
公
園

に
整
備
す
べ
き
で
す
。

ご
み
収
集
車
が
頻
繁
に
行

き
交
う
危
険
な
公
園
に
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「安倍９条改憲No！3000万人署名」

日野市で目標の２万筆を突破しました！

今年６月からミニバス南平路線「北野街道

循環」が増便されると共に「南平四丁目」バ

ス停が新設され、より利便性が高まりました。

しかし新設された「南平四丁目」バス停から

南平バス停（高幡橋近く）間には、北野街道

が工事中や狭いからということでバス停がな

く、不便な状態が続いています。住民からは

「バス停をつくって」と要望も出されていま

した。

こうした中、地元住民などによる『北野街

道にバス停をつくる会』がつくられ、早急に

バス停留所を設置できるよう、市長宛てに

「ミニバス南平路線『北野街道循環』バス停

の充実を求める要望書」の署名が始まりまし

た。これから12月議会をめどに署名をすすめ

ています。

（署名は中野あきと事務所でも扱っています。

ご連絡下さい）

北野街道にバス停を！
署名運動が始まる

＜南平と平山の今昔＞【番外編】七生の由来

七生中学校や七生支所という名称がありますが、何で「七生（ななお）？」

と、疑問をお持ちの方が多いと思います。

【七生の由来】

明治２２年町村制施行により、高幡・南平・平山・程久保・三沢・落川・

百草村の７か村で七生（ななお）村が誕生。役場が置かれた。最初は金剛寺

（高幡不動尊）であったが、２年後に「村の中央に置く」という村議の申請

により寿徳寺に置かれた。（七生村史より）

昭和６年には七生村役場庁舎（写真）が現在の南平１－３５－１に新設さ

れた。金剛寺旧跡公園の前である。（以下・略）

＜以上の資料は、清水守男著「伝承・わが街の歴史」（南平）から抜粋＞

【その後の「役場」】

「役場」は昭和２２年に「新制七生中学校」の校舎となったために金剛寺本

堂へ移り、そしてまた元の庁舎へ。さらに昭和３０年に庁舎が火災で焼失し

高幡５９３へ移転した。その後は「七生

支所」として高幡十字路角、七生公会堂

１階などに移転した（現在、七生支所は

京王高幡ＳＣの２階にあります）。

写真（スケッチ）の「七生村役場庁舎」

は、南平１丁目３５－１時代のもの。

現在の同地は、高幡不動尊（金剛寺）

の西側にある「生コン工場」入口の左側

になります（民家とアパートがあります）

迷走する日野市の見解

違法ではないのか ごみの搬入路


